
2025年5月19日に公表された「九電グループ経営ビジョン2035」は、九州電力の知財・無形資産戦
略に根本的な変革をもたらす包括的な戦略文書である 。本レポートでは、現在の知財・無形資
産戦略を詳細に分析し、経営ビジョン2035による戦略変化と将来シナリオを予測する。

九州電力は「創造・保護・活用の知的創造サイクルを廻すことにより企業価値を向上させ、技術開発
戦略との連携により、経営／事業戦略に知財面から貢献する」という基本方針を策定している 。
2018年度末時点で国内192件、海外75件の特許を保有し、他企業でのライセンス活用を通じて収益に
も貢献している 。特に、K-hatリーフβ型（藻場増殖礁）などの環境技術特許が住友大阪セメント
株式会社により商品化されるなど、実用的な特許活用が進んでいる 。

総合研究所を中核とした技術開発体制において、50年以上にわたる電力技術の蓄積を基盤として、
「カーボンニュートラル」「電気を軸にしたエネルギーサービスの高度化」「デジタル化に対応した
スマートで活力ある社会の共創」の3つを重点分野に設定している 。東京大学大学院工学系研究科
との水電解水素製造用電極材料開発など、産学連携による先端技術開発を推進している 。

2022年7月にDX推進本部を設置し、最高DX責任者をトップとする推進体制を構築している 。
2023年2月には経済産業省のDX認定事業者に認定され、スマートグリッド共通通信基盤の構築やス
マートメーターデータの活用を進めている 。生成AIについても他の電力会社に先駆けて導入す
るなど、積極的なデジタル変革を推進している 。

「ずっと先まで、明るくしたい。」をブランドメッセージとし、2023年3月には日本の大手エネルギ
ー事業者として初のSBTイニシアチブ認定を取得している 。九州地域での高い知名度と信頼度を基
盤として、ESGリーダーシップを確立している 。

九州電力の知財・無形資産戦略変革分析：経営ビジョ
ン2035による戦略転換
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現在の知財・無形資産戦略の現状分析
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九州各地50箇所の営業拠点による地域密着型の顧客基盤を構築し、年間約2,000件のステークホルダ
ーとの対話を実施している 。地域・社会共生活動には延べ32,340名の社員が参加し、地域との信
頼関係を強化している 。

「経営リーダー塾」をはじめとする経営幹部育成プログラムを展開し、「適所適財」の考え方浸透と
外部登用を推進している 。男性育児休暇取得率103.6%を達成するなど、ダイバーシティ推進にも
注力している 。

2022年開始の「ひらめきと共創」オープンイノベーションプログラムを中核として、EEI5号ファン
ドや北欧NordicNinja Fund IIへの出資を通じたベンチャー投資を展開している 。2024年に
は西鉄・TOPPANと共同で「シンケツゴー！フクオカ」コンソーシアムを設立し、エリア特化型のオ
ープンイノベーションを推進している 。

経営ビジョン2035は「エネルギーから未来を拓く～九州とともに、そして世界へ～」を2035年のあ
りたい姿として設定し、総額2.5兆円規模の戦略投資を計画している 。このうち、カーボンニュ
ートラル投資に1.5兆円、ICT・都市開発などの成長事業に1兆円を配分する 。

Strategy I� カーボンマイナスへの挑戦
電源脱炭素化の推進と電化推進を通じて、家庭部門では2035年度に75%の電化率を目標とし、水
素・アンモニア技術の開発を加速する 。

Strategy II� 九州の成長を支えるプラットフォーマー化
プラットフォーム型ビジネスを展開し、地域課題解決サービスを提供することで、ICT事業売上1,378

億円からの大幅拡大を目指す 。

Strategy III� グローバル事業の拡大
15か国・地域での事業展開を基盤として、海外発電・再エネ開発と技術・ノウハウの海外展開を加速
する 。

Strategy IV� 新たな価値を生み出すDXの推進
生成AI活用、業務自動化、デジタルツイン技術の実用化を通じて新規事業創出を推進する 。

Strategy V� 多様な人材が活躍する組織への変革
人的資本経営の推進、ダイバーシティ推進、リスキリング・人材育成を強化する 。

Strategy VI� 持続的成長を支える経営基盤の強化
ガバナンス強化とROIC向上を通じて、連結経常利益2,000億円以上、ROIC4%程度の財務目標達成

顧客ネットワーク・関係性
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九電グループ経営ビジョン2035の戦略概要

ビジョンの基本理念
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を目指す 。

九州電力の知財・無形資産戦略変化マトリックス - 経営ビジョン2035による影響

経営ビジョン2035により、九州電力の知財・無形資産戦略は大きく変化する。戦略的重要度と変化
の度合いを分析すると、デジタル資産・データ、技術・ノウハウ、組織能力・人材、イノベーショ
ン・エコシステムの4分野で最も大きな変革が予想される。

技術・ノウハウの革新
カーボンニュートラル技術開発への1.5兆円投資により、水素製造技術、アンモニア混焼技術、SOEC
（固体酸化物形電解セル）技術などの革新的技術開発が加速する 。東京大学との共同研究
で開発中の高性能電極材料技術など、次世代技術の知財化が進展する 。

デジタル資産・データの価値創造
DX推進により、生成AI技術、デジタルツイン技術、量子コンピュータ活用技術などの先端デジタル
技術が知財・無形資産として重要性を増す 。スマートグリッド共通通信基盤で蓄積されるデータ
の価値創造と収益化が本格化する 。

イノベーション・エコシステムのグローバル化
オープンイノベーション「ひらめきと共創」のグローバル展開により、国際的なコンソーシアム主導
とグローバル・イノベーション・ハブ化が進む 。北欧スタートアップ投資ファンドへの参画な
どを通じて、国際的な技術連携が拡大する 。
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知財・無形資産戦略の変化分析

重点変化領域の詳細分析
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九州電力の知財・無形資産戦略ロードマップ（2025�2035年）

知財・無形資産戦略のロードマップでは、2025年から2035年にかけて段階的な変革が計画されてい
る。2025年にはカーボンニュートラル技術の特許出願と生成AI活用が開始され、2030年には技術融
合とデジタルツイン実用化が進み、2035年にはグローバル標準への影響力確立とデータ価値の収益
化が実現される。

最も可能性が高いシナリオでは、経営ビジョン2035が計画通り実行され、2.5兆円の戦略投資が予定
通り実施される前提で分析する。

知的財産権への影響
カーボンニュートラル技術特許が急増し、特に水素・アンモニア関連特許の強化により、ライセンス
収益の拡大が期待される 。

技術・ノウハウの発展
脱炭素技術とDX技術の融合により、グローバル技術標準への影響力が拡大し、技術輸出ビジネスの
基盤が構築される 。

デジタル資産の価値向上
生成AI活用によるデータ価値向上とデジタルツイン技術のIP化により、新たな収益源が創出される
。

シナリオ予測分析

シナリオ1：ベースケース（計画通り進行）- 60%
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カーボンニュートラル規制の厳格化とデジタル技術進歩の加速により、競争優位が早期に確立される
シナリオである。

知的財産権の飛躍
革新的技術特許のライセンス収益が大幅増加し、国際標準化を主導する地位を確立する。

技術・ノウハウの先行性
次世代技術の先行開発により技術輸出ビジネスが本格化し、グローバル市場でのFirst Mover
Advantageを獲得する。

イノベーション・ハブ化
グローバル・イノベーション・ハブとしての地位確立により、世界トップクラスの技術者集積地とな
る。

技術開発の遅れや競合激化により、戦略実行に困難が生じるシナリオである。

知的財産権の競争激化
特許競争が激化し、ライセンス収益減少リスクと技術者流出リスクが顕在化する。

デジタル投資の不確実性
DX投資対効果の不透明性とサイバーセキュリティリスクの増大により、デジタル資産価値の実現が
困難になる。

人材獲得競争の激化
人材獲得競争の激化とスキルギャップの拡大により、組織能力の維持が困難になる。

九電グループ経営ビジョン2035は、九州電力の知財・無形資産戦略に根本的な変革をもたらす。特
に、カーボンニュートラル技術、DX技術、グローバル展開の3つの軸を中心とした戦略転換により、
従来の地域電力会社から、グローバルな環境・エネルギー技術企業への進化が期待される 。

2.5兆円規模の戦略投資により、知財・無形資産の価値創造が加速し、特にデジタル資産・データ、
技術・ノウハウ、イノベーション・エコシステムの分野で大きな変革が予想される。60%の確率で予
想されるベースケースシナリオでは、カーボンマイナス達成による環境ブランド確立とプラットフォ
ーム型ビジネスによる顧客エコシステム構築が実現される。

成功のためには、オープンイノベーションのグローバル展開、グローバル人材とDX人材の大幅増
強、そして国際的なコンソーシアム主導による技術標準化への積極的な関与が重要である
。これらの取り組みにより、九州電力は九州から世界へと事業領域を拡大し、持続可能な社会の

実現に向けた新たな価値創造を実現することが期待される。

⁂

シナリオ2：アクセラレーション（加速進行）- 25%

シナリオ3：チャレンジケース（困難な状況）- 15%

結論と戦略提言
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